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論文の内容の要旨

　本論文では，無限行列固有値問題に関する亙kebeの定理を応用し，工学上重要な特殊関数の零点計算法と微分方

程式の固有値計算法および誤差評価式を導いた。さらに，二重固有値計算に関する新しい定理を与えた。

　第3．1節では，正則クローン波動関数とその1階導関数の零点計算法について述べている。近似零点の誤差評価

式を導出し，数値実験によりその妥当性を示した。第3．2節では，Mathieu微分方程式の逆固有値計算法を示し，近

似逆固有値に対する誤差評価式を導出した。第3．3節では，spheroid微分方程式の固有値および逆固有値の計算法

を述べている。第4章では，Ikebeの定理では扱うことができなかった二重固有値計算に関する新しい定理を提案

し証明した。

審査の結果の要旨

　Mathieu微分方程式の逆固有値計算法は現段階においてほとんど研究されておらず，本問題の解法を与えた意義

は大きいと考えられる。今後，より精度が要求される問題の求解に貢献することが期待される。また，豆kebeの定

理が適用できない二重固有値間題に関する定理を示し，証明した点は高く評価できる。

　よって，著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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